
　

今
回
の
入
試
改
革
で
は
、
共
通
テ
ス
ト

と
し
て
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ

ス
ト
（
仮
称
）」
が
導
入
さ
れ
る
と
共
に
、

各
大
学
の
個
別
選
抜
を
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
（
入
学
者
受
け
入
れ
の
方
針
）

に
基
づ
き
な
が
ら
、
各
大
学
が
自
分
た
ち

の
求
め
る
学
生
を
、
書
類
審
査
や
面
接
な

ど
を
通
じ
て
よ
り
丁
寧
に
選
抜
す
る
も
の

へ
と
改
善
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
志
願
者
の
学
力
を
多
様
な
観
点
か
ら

判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
点
で
、
私
は
今

回
の
入
試
改
革
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

は
、「
多
様
な
背
景
を
持
っ
た
学
生
の
受
け

入
れ
を
促
進
す
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
も

必
要
で
す
。
と
い
う
の
も
、「
知
識
・
技
能
」、

「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」、「
主
体
性
・

多
様
性
・
協
働
性
」
と
い
う
学
力
の
３
要

素
の
う
ち
、
前
者
２
つ
の
学
力
に
重
点
を

置
い
た
方
式
の
入
試
も
あ
れ
ば
、
主
体
性

や
協
働
性
が
身
に
付
い
て
い
る
こ
と
を
重

視
す
る
入
試
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
合
っ
た
入

試
方
式
を
複
数
採
用
す
る
こ
と
で
、
大
学

は
多
様
な
学
生
を
選
抜
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
今
後
は
、
書
類
審
査
や
面
接

な
ど
を
通
じ
て
、
志
願
者
の
「
主
体
性
・

　

た
だ
し
問
題
は
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
す
。「
高
大
接
続
改
革
に
向
け
た
工
程

表
」
で
は
、
個
別
選
抜
改
革
に
つ
い
て
は
、

「
２
０
１
６
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要

項
か
ら
順
次
反
映
」
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
大
学
は
、
Ａ
Ｏ

入
試
の
よ
う
な
一
部
の
志
願
者
で
は
な
く
、

一
般
入
試
を
受
験
す
る
数
多
く
の
志
願
者

を
対
象
に
、
そ
の
学
力
を
多
面
的
・
総
合

的
に
評
価
す
る
た
め
の
方
法
を
ま
だ
確
立

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
各
大
学

は
、
徐
々
に
体
制
を
整
え
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
大
学
間
で
評
価
方
法
に
つ
い
て
の
情

報
を
交
換
・
共
有
す
る
た
め
の
仕
組
み
を

整
え
て
い
く
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

規
模
の
大
き
い
大
学
に
お
い
て
は
、
全

て
の
志
願
者
に
対
し
て
、
小
論
文
や
面
接
、

集
団
討
論
な
ど
の
丁
寧
な
試
験
を
課
す
こ

と
は
、
困
難
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
革
で
は
、一
般
入
試
、推
薦
入
試
、

Ａ
Ｏ
入
試
の
区
分
を
廃
止
す
る
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
区
分
は

な
く
な
っ
て
も
、
一
般
入
試
の
中
で
、
面

接
や
小
論
文
な
ど
を
重
視
し
た
方
式
の
入

試
も
あ
れ
ば
、
比
較
的
従
来
の
学
力
試
験

に
近
い
方
式
の
入
試
も
あ
る
と
い
う
よ
う

に
、
複
数
の
方
式
の
入
試
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

複
数
の
方
式
の
入
試
を
実
施
す
る
こ
と

大
学
人

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大
学
の
個
別
選
抜
改
革
は

高
校
現
場
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か

大
阪
大　

未
来
戦
略
機
構
戦
略
企
画
室
教
授　

川
嶋
太
津
夫

「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
で
は
、
各
大
学
の
個
別
選
抜
に
つ
い
て
、

多
面
的
・
総
合
的
に
志
願
者
を
評
価
し
て
選
抜
す
る
も
の
へ
と
改
善
す
る
こ
と
を
大
学
に
求
め
て
い
る
。

個
別
選
抜
改
革
に
対
す
る
大
学
側
の
取
り
組
み
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
、
個
別
選
抜
改
革
は
、
高
校
の
進
路
指
導
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
に
つ
い
て
、
川
嶋
太
津
夫
教
授
に
聞
い
た
。

大
学
も
評
価
方
法
を

ま
だ
確
立
で
き
て
い
な
い
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高
大
接
続
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
教
師
の
役
割

多
様
性
・
協
働
性
」
を
測
ろ
う
と
す
る
入

試
の
比
率
が
増
え
て
い
く
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
従
来
型

の
学
力
試
験
も
、
単
に
「
知
識
・
技
能
」

を
問
う
の
で
は
な
く
、
記
述
式
や
論
述
式

の
問
題
に
よ
っ
て
、「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
」
を
測
ろ
う
と
す
る
も
の
が
増
え

て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

高
校
の
先
生
方
の
一
番
の
関
心
事
は
、

「
今
回
の
入
試
改
革
で
、
大
学
入
試
が
実
際

に
ど
の
程
度
変
わ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
大
阪
大
も
、
２
０
１
７

年
度
入
試
か
ら
全
学
部
で
「
世
界
適
塾
入

試
」
を
実
施
し
、
入
学
定
員
の
約
１
割
を

多
面
的
・
総
合
的
な
入
試
で
選
抜
し
ま
す
。

た
だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
各
大
学
は
志

願
者
の
多
様
な
才
能
や
経
験
を
評
価
す
る

た
め
の
方
法
を
ま
だ
確
立
す
る
過
程
に
あ

り
ま
す
か
ら
、
こ
の
先
５
年
程
度
で
は
目

立
っ
た
変
化
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
小
さ
な
変
化
の
積
み
重
ね
の
中

で
、
10
年
、
15
年
先
に
は
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
特
に
次

期
学
習
指
導
要
領
の
下
で
学
ん
だ
高
校
生

が
受
験
を
す
る
２
０
２
５
年
度
以
降
の
入

試
は
、
よ
り
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」

や
「
主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
」
を
重

視
し
た
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
の

中
で
、大
学
に
は
、デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

（
学
位
授
与
の
方
針
）、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

ポ
リ
シ
ー
（
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
の

方
針
）、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
の

３
つ
の
ポ
リ
シ
ー
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
大
学
ご
と
の
教

育
や
入
試
の
多
様
化
・
個
性
化
が
進
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う

な
る
と
、
高
校
現
場
の
進
路
指
導
も
、
従

来
の
指
導
だ
け
で
は
不
十
分
に
な
り
ま
す
。

各
大
学
が
、
ど
の
よ
う
な
学
生
を
育
て
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

教
育
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
入
試

で
は
ど
の
よ
う
な
力
を
測
ろ
う
と
し
て
い

る
の
か
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
上
で
、「
こ
の
生
徒
の
能
力
を
開
花
さ

せ
て
く
れ
る
大
学
は
ど
こ
か
」
を
考
え
な

が
ら
、
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
重
要
に

な
る
で
し
ょ
う
。
必
ず
し
も
難
易
度
の
高

い
大
学
が
、
そ
の
生
徒
に
適
し
た
大
学
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
適

性
や
個
性
に
応
じ
た
丁
寧
な
進
路
指
導
が

不
可
欠
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

大
学
関
係
者
と
し
て
ぜ
ひ
高
校
に
お
願

い
し
た
い
の
は
、
情
報
開
示
の
促
進
で
す
。

大
学
が
志
願
者
の
学
力
を
多
面
的
・
総
合

的
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
高
校
で
の
学

習
歴
や
活
動
歴
に
関
す
る
情
報
を
的
確
に

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
こ
の
生
徒

は
高
校
時
代
に
ど
ん
な
学
習
歴
や
活
動
歴

を
持
ち
、
本
学
に
入
学
し
た
時
に
、
ど
の

よ
う
な
力
を
ど
う
伸
ば
せ
る
か
」
と
い
っ

た
観
点
で
丁
寧
に
選
抜
を
行
う
た
め
に
も
、

高
校
側
の
情
報
開
示
が
重
要
な
の
で
す
。

大
学
は
今
、
様
々
な
教
育
情
報
を
「
大
学

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」
と
し
て
公
開
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
同
様
の
こ
と

が
今
後
は
高
校
に
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
将
来
、
現
場
で
中
心
的
立
場
と
な

る
若
手
や
中
堅
の
先
生
方
は
、
大
学
入
試

改
革
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
動
き
に
常

に
目
を
向
け
、
変
化
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

生
徒
の
適
性
に
合
わ
せ
た

丁
寧
な
進
路
指
導
が
不
可
欠
に

かわしま・たつお◎名古屋大教育学部助手、神戸大大学教育推進
機構・大学院国際協力研究科教授などを経て現職。第８期中央教
育審議会大学分科会（大学教育部会、大学院部会）臨時委員を務
める。
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